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　私は博士課程前期（修士）課程修了後に航空測量会社に就職し、さらには食品工場に転職して中華まんを製造
していました。現在、私が静岡大学で働いているのは小麦アレルギを発症し、饅頭製造において関わることが可
能な仕事が限られてしまったというのが、大きな理由でした。ですが、現在は測量との親和性が高いリモートセ
ンシングを用いて、食品加工に有効な農産物生産に貢献するための技術の開発に取り組んでいます。これらの経
験が現在の私を形成している重要なパーツとなっていると考えております。
　さらに、最近ブームとなっている人工知能に関わる分析技術である機械学習とリモートセンシングを融合した
際に、農作物のストレスや品質の評価精度が著しく向上することは少なくありません。このような技術の進展を
実感できるのは本研究の楽しみの１つとなっています。

　茶樹に遮光ネットなどを被せて光合成に必要な光の受容を阻害することは、抹茶加工品の着色に有効とされて
いるクロロフィルａや、甘みの成分であるテアニンの含有量を高める上で有効です。このように農作物の高付加
価値化のために、植物にとっては必ずしも好ましくない条件下で農業
が実施されることが少なくありません。当然ながら、このようなスト
レスを植物に加えることは収量の低下、時には枯死を引き起こすこと
があります。よって、バランスを考えたストレスの強度やタイミング
といった微妙な制御が必要とされています。しかし、農作物の品質や
ストレスを正確に評価するためには農産物を破壊した後、薬品や高価
な計測機械を使用して成分を分析する必要があり、生育している状態
で植物の応答を追跡・管理することは容易なことではありません。一
方、植物は成分やストレスを受けると光の反射パターンに変化が生じ
ます。そこで、このパターンの変化を用いることによって、ストレス
と品質の定期的な評価を実施し、最適な農業を実現する上で有効な情
報を提供していきたいと考えております。
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